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岡
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aコ
ヤ
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事
三
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田
個
物
語
可
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働
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R
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回
盟
関
行
司
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史
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史
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文
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馬
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所
得
・
・
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軍
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コ
一
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郎
司

馬
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フ
ラ
ン
ス
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お
け
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儒
替
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安
定
策
・
・
終
選
博
士
谷

わ
が
囲
内
尚
一
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貨
府
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張
販
買
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韓
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・
・
・
掛
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市
立
十
士
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掛
町

口

吉

彦
新
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旬

f
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
長
け
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経
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史
観
・
紘
一
昨
皐
士
白
杉
庄
一
郎

奨
固
に
於
け
る
預
金
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流
通
速
度
・
・
・
経
湾
泉
士
大
野
山
栄
一
郎

附

鋒
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雑
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ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
於
け

る
経
済
史
観

白

移

庄

良日

T
l
シ
ャ
ル
此
そ
の
「
粧
桝
串
原
理
」
の
胃
頭
に
「
柑
界
女
の

凶

f
K
2
t的
-nuthh，I
h
1
2
3
1
=
軍
司
町
-
3
1
'

コJ
U
川
町
4
E十

ιvr-J
濯
守
山
口
《
峰
Z
J
j
t
ζ
1
m
円
内
は
ま
ゆ
市
イ
ノ

J
」

T

3一
〆
ヅ
{
」

と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
歴
史
に
於
け
る
と
の
経
済
的
規
定
力
に
つ

い
て
経
済
史
観
友
る
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
。
人
間
の
経
済
生
活

ar 

心明。

は
そ
の
精
神
生
活
一
般
を
制
約
す
る
が
、
反
品
割
に
精
神
生
活
の

諸
過
程
は
復
、
物
質
的
友
経
済
生
活
に
影
響
を
輿
へ
る
の
で
あ

っ
て
、

に
あ
る
。
と
の
針
立
を
克
服
し
て
、
物
心
雨
生
活
を
統
一
す
る

と
の
二
つ
の
生
活
過
程
は
封
立
し
て
相
互
作
用
の
閥
係

も
の
は
行
晴
朗
即
ち
寅
践
で
あ
る
。
だ
か
ら
歴
史
に
於
け
る
物
質

的
た
る
も
の
と
観
念
的
た
る
も
の
と
は
一
方
の
み
が
優
越
を
争

ふ
と
と
友
〈
、
具
韓
的
貿
践
的
友
史
観
に
於
て
は
、
そ
の
模
機

と
し
て
、
そ
の
中
に
止
揚
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
観
念
史
観
が
排

ア
ダ
ム
ス
ミ
見
に
於
け
る
経
済
史
親

さ
る
べ
き
で
あ
る
と
同
じ
く
、
字
義
通
り
の
唯
物
史
観
は
採
ら

れ
難
い
。
量
一
「
よ
り
高
き
具
醐
極
的
な
史
観
に
針
ず
る
止
揚
的
模

機
と
し
て
、
歴
史
的
枇
曾
的
寅
在
の
経
済
的
規
定
面
を
観
る
立

揚
そ
れ
を
我
々
は
と
L
に
経
済
史
観
と
い
ふ
。
門
誌
↓
一
)
勿
論
そ
れ

は
、
具
般
的
な
歴
史
的
枇
曾
的
賓
在
の
一
一
向
的
把
握
で
あ
る
。

註
観主れ観のー
で考は念人
もふ|抗的の暦
唯べ陀或性皮
物き ι は格に
奥で L 唯、於
観あ代山物及け
でつ iρ 的ぴる
もで;，，'の、物
な、民名場質
ぃ本側溝令と
の文 1;(1 に r.::翻
でに質国よ念
あ謹 l隣執っと
るべ 1;(.1ナて由
。た古るは聖母
意場こ、立
味 l亡左貨を
に古が蹴止
於コあがI揚
けて時る 1主し
るゐ。闘っ
観る然と L

念もしか、
奥 <0 ;そんそ

箆
-
一
「
歴
史
的
批
舎
的
責
在
に
於
け
る
諸
文
化
域
は
相
互
作
用
回
開

係
に
立
て
る
も
の
な
る
が
故
に
、
一
白
文
化
域
の
真
に
庵
奥
的
在

る
研
究
は
他
の
文
化
域
と
の
相
互
関
係
に
於
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら

.. 
、
.. 

ぬ
:
:
而
し
て
所
調
経
済
史
観
な
る
も
白
は
と
の
一
請
文
化
域
の
相

互
修
用
の
一
方
面
を
見
た
-
も
の
で
あ
っ
て
、
↑
即
ち
経
端
間
的
文
化
域

よ
り
諸
支
化
域
が
規
定
せ
ら
る
主
面
を
見
た
-
も
の
で
あ
る
・
:
・
:
日

今
、
私
は
ア
ダ
ム
・
ス

t
ス
の
「
富
園
民
論
」
に
よ
っ
て
、
右

の
意
味
に
於
け
る
彼
の
経
済
史
視
を
採
ら
ん
と
す
る
。
然
し
て

以
下
遁
ペ
ん
と
す
る
と
と
ろ
は
、
同
舎
に
散
見
す
る
、
か
L
る

第
三
十
六
巻

一
O
一
九

第
大
時
現

一
一一一一

Alfred Marshall， Principles of Economics. p.. 1.大塚氏洋(改造社)41頁.
石川興二教授「精紳科事的経理軍事白基礎問題J302頁ー
1) 
2) 



ア
ダ
ム
ラ
ミ
ス
に
於
け
る
経
潜
奥
観

見
解
の
総
指
で
あ
る
が
、
叙
漣
の
使
宜
上
、

ス
ミ
ス
経
済
事
の

究
極
目
的
、
分
業
論
、
法
律
並
に
政
治
組
織
観
、
枇
曾
的
意
識

諸
形
態
に
関
す
る
見
解
、
及
び
階
級
観
の
五
つ
に
分
っ
て
考
へ

る
。
而
じ
て
階
級
翻
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
別
に
考
察
す
る
こ
と

L
ず
る
。
先
づ
彼
の
経
済
畢
の
究
極
目
的
よ
り
始
め
よ
う
。

園田町

.岨・

ア
ダ
ム
島
λ

E

ス
の
鰹
憐
島
一
"
は
一
花
、
精
神
青
島
d

(

足
。
立
市
町
…

-08同》
r
y
}

の
一
部
円
で
あ
っ
た
。
精
紳
哲
皐
は

「
人
生
の
幸
繭

と
完
成
』

(
H
Z
E司立ロ
0
2
8晶
司

O
R
2
Eロ
O『但
gpロ
)
を
そ

の
目
的
と
す
る
。
経
済
皐
は
こ
の
目
的
に
指
導
さ
れ
て
「
国
民

を
富
ま
す
』
と
と
を
以
っ
て
そ
の
究
極
目
的
と
す
る
。
邸
ち
ス

t
ス
は
経
済
的
手
段
に
よ
っ
て
『
人
聞
の
幸
幅
と
完
成
』
を
培
準

せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

然
し
て
と
の
目
的
を
達
成
す
る
と
と
は
、
営
時
の
一
枇
舎
制
度

を
襲
草
す
る
と
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
封

建
的
た
束
縛
と
濁
占
の
制
度
か
ら
『
自
然
的
自
由
の
制
度
』
(
5
0

国混同
2
5
D『

g
z
E
5
2『
)
へ
の
樽
廻
で
あ
っ
た
。
自
由
の
制

度
に
於
て
は
一
段
の
幸
幅
完
成
が
待
望
さ
れ
る
@
祉
舎
は
経
済

畿
郵
響
詐
盤
想
像
一
:

~
ミ
へ
き
d
角

「

J
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O

組
織
を
植
軸
と
し
て
動
く
。

済
組
織
に
見
出
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

ス
t
ス
は
枇
曾
蝿
皮
革
の
支
黙
を
絞

右
の
如
き
見
解
が
、
明
確
に
自
愛
さ
れ
た
形
に
於
て
ピ
は
た

か
っ
た
に
せ
よ
、

ス
ー
ス
に
あ
っ
た
も
の
と
考
へ
ざ
る
を
得
左

ぃ
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
寅
践
皐
と
し
て
の
彼
の
経
済
駐
は
無
意
義

で
あ
り
、
道
徳
哲
離
か
ら
経
桝
壊
が
如
何
に
し
て
生
れ
て
由
来
た

か
は
解
か
れ
得
な
い
。
だ
か
ら
子
市
、
ス
の
経
隣
樫
の
根
低
に
は

婿
鰍
酌
に
で
は
あ
る
が
、
経
済
史
観
が
動
い
て
ゐ
た
と
云
ふ
事

が
出
来
る
。
か
く
考
へ
て
と
そ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
で
は
全

髄
的
含
蓄
的
に
精
紳
科
撃
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
経
済
皐
が
、

ス
E
ス
に
よ
っ
て
一
科
濁
立
の
科
接
に
ま
で
取
出
さ
れ
九
時
十
、

卸
ち
経
済
皐
の
道
徳
哲
撃
か
ら
の
分
化
は
理
解
さ
れ
得
る
の
で

あ
る
。

註

ζ

白
こ
と
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
見
が
そ
の
『
倫
理
畢
』
中
に
於
て

『
友
情
』
白
基
礎
に
認
め
た
と
と
ろ
の
『
自
変
心
』
在
、

λ

ミ
ス
は
人

間
枇
舎
の
紐
帯
唱
と
し
て
取
出
し
、
と
れ
と
分
業
|
|
分
業
は
後
に

蓮
ぷ
る
却
〈
自
愛
心
に
導
か
る
ふ
交
換
。
性
向
に
よ
っ
て
生
ず
る

が
1
1ー
と
の
結
果
生
じ
た
『
商
業
的
批
曾
』
を
彼
の
経
済
皐
及
び
貫

践
の
封
象
と
し
た
こ
と
ふ
相
慮
ず
る
。
即
ち
λ

ミ
ス
は
利
己
心
を

前掲書244貰以下参照。
貫践畢白性質にヲr ては前掲害第二編第三章子.のt二)参照。スミ月白『富圃
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以
つ
で
彼
の
経
務
理
論
の
礎
石
と
し
た
の
で
あ
っ
で
、
己
L

に
彼

の
人
関
税
に
基
〈
自
然
主
義
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
に

つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
漣
べ
よ
う
。

然
ら
ば
如
何
に
し
て
、

千
三
ス
に
か
L
る
見
解
が
可
能
で
あ

っ
た
で
あ
ら
か
。
個
人
的
並
に
枇
曾
的
生
の
事
情
及
び
歴
史
的

枇
曾
的
の
思
想
的
聯
闘
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
L
に
は

た
い
ゐ
一
枇
曾
的
生
の
事
情
に
つ
き
一
一
一
一
一
一
目
す
る
に
と
ピ
め
る
。
郎
ち

経
済
な
る
「
生
品
川
城
の
相
針
的
組
側
担
」
の
朕
態
が
と
れ
で
あ
る

レ一

F
F
ン

え

止

崎

市

q
E一
〉
主

Eν
搭

F
h
E
-
J
、

d
f
L
，ス
Y
4
ヰ
且
1
d
羽
刻
J
J
J
羽
m
F

〈
主
ル
凡

I
j

'即時
1
r日
ワ
ふ
ん
量
F

仏
停
止

5
1ノ
日
，
ル
ド
牢
的
批
削
r

共
の
勃
興
の
緒
に
つ
い
た
。
都
市
経
済
ツ
シ
フ
ト
的
産
業
の
崩

壊
、
海
外
市
場
の
横
大
、

干三
7
v
ク
チ

a
l
ァ
の
費
生
雄
一
寸
経

済
生
活
は
著
し
く
複
雑
と
な
り
、
祉
曾
生
活
に
於
て
経
済
が
支

配
的
と
た
っ
た
。
「
世
界
史
は
宗
教
力
と
経
済
力
と
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
た
」
・
と
云
は
れ
が
る
、
こ

L
K
至
。
て
始
め
て
中
世
の

宗
教
力
支
配
に
代
っ
て
、
経
済
力
の
支
配
は
直
接
的
に
表
面
化

(
こ
れ
が
一
居
明
確
と
な
る
の
は
産
業
革
命
以
後

し
て
来
た
。

の
こ
と
で
あ
る
が
0
)

か
L
る
枇
曾
的
事
情
は
人
間
の
意
識
に
映

ら
ざ
る
を
得
左
い
。
ス
ミ
ス
は
「
人
生
の
幸
幅
と
完
成
L
が
祉
曾

の
太
多
数
の
人
々
に
於
て
、
経
済
生
活
に
拘
る
ζ

と
を
設
見
し

ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
に
於
け
る
経
済
史
視

た
の
で
あ
軒
。
人
間
の
意
識
は
貫
在
に
働
き
か
け
る
。
彼
は
右

の
如
き
寅
在
本
質
視
に
基
い
て
、
枇
曾
を
餐
革
せ
ん
と

L
た
の

で
あ
っ
て
、
賓
に
ス
ミ
ス
は
「
経
済
の
方
商
で
の
ル

l
-プ
ル

(-vzpU)」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

ス
ミ
ス
経
済
壌
の
根
抵
に
粧
済
史
観
の
存
す
る

と
と
は
理
解
さ
れ
る
。
剖
ち
彼
は
枇
曾
費
草
を
経
済
組
織
の
愛

革
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
然
し
彼
は
経
済
安
草
そ
の
も
の
土
動

心
凶
ば
、
む
し
」
っ
と
や
-
此
山
川
的
手
段
庄
小
め
た
叩
閣
披
は
悶
民

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

を
護
り
、
彼
等
自
ら
を
し
て
自
由
に
活
動
せ
し
め
よ
a
然
ら
ば

自
然
的
自
由
の
制
度
は
自
ら
賓
現
せ
ら
る
』
で
あ
ら
う
と
。
そ

れ
が
?
ル
ク
ス
に
於
て
は
経
済
白
慌
の
護
展
も
亦
、
針
立
的
友

経
済
的
動
因
忙
求
め
ら
る
L
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も

に
と

r
め、

ス
ミ
ス
経
済
皐
成
立
の
根
抵
に
つ
い
て
は
以
上

と
の
見
解
が
経
済
理
論
を
扱
ふ
に
営
っ
て
如
何
に

か
く
と
し
て
、

現
は
れ
る
か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ス
ミ
ス
の
経
済
理
論
は
分
業
論
を
以
て
始
ま
る
。
分
業
宣
言
'

回
一

S
C『

-pgc『)
と
い
ふ
枇
舎
組
織
は
7

ル
ク
ス
の
云
ふ
生
産

第
三
十
六
巻
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ア
ダ
ム
子
、
え
に
於
け
る
経
済
奥
親
・

関
係
の
一
で
あ
る
。
人
聞
が
富
の
生
産
を
友
ず
に
賞
っ
て
有
つ

と
こ
ろ
の
人
と
人
と
の
開
係
で
あ
る
。
然
ら
ば
と
の
分
業
は
如

何
に
し
て
稜
生
す
る
か
c

ス
ー
ス
は
「
富
園
民
論
」
第
二
章
の
胃

頭
に
於
て
臼
〈
。

「
か
く
幾
多
田
利
金
が
出
て
来
る
こ
の
分
業
な
る
も
の
は
、
一
元
々
そ
の

椛
す
枇
曾
一
蜘
mmu
前
以
一
り
て
知
り
且
づ
志
す
何
か
人
知
明
白
結
果
で

ω

、
、
‘
、
、
.
、
‘
、
、
、
、
‘
.
、
、
.
‘
.

な
い
。
分
業
は
何
ら
か
与
る
廉
た
な
る
致
用
を
眼
中
に
置
か
ぎ
る
人

性
む
戒
る
一
傾
向
か
そ
頗
る
絞
憎
漸
次
な
が
ら
、
必
然
に
生
仁
た

結
果
で
あ
る
。
乃
ち
そ
は
、
)
一
物
と
取
引
し
、
交
易
し
、
交
換
す
る

人
類
自
然
白
傾
向
之
で
あ
ふ
。
」

邸
ち
分
業
は
人
聞
に
固
有
の
物
と
物
と
を
交
換
す
る
傾
向
に

基
い
て
成
立
す
る
。

た
く
・
叉
意
欲
さ
れ
た
結
果
で
も
友
い
。
人
間
性
の
必
然
的
友

そ
れ
は
人
聞
の
意
識
的
活
動
の
産
物
で
は

結
果
で
あ
る
。

と

L
K
我
々
は
、

ス
t
ス
が
分
業
創
ち
枇
曾
組

織
を
禁
生
的
に
研
究
し
て
、

護
見
し
、
そ
し
て
そ
れ
の
必
然
的
産
物
と
見
倣
し
た
賠
に
、
彼

の
分
業
論
に
於
け
る
経
桝
史
観
的
見
解
の
第
一
を
観
取
す
る
の

で
あ
る
。
邸
ち
分
業
は
「
人
間
の
駐
曾
的
生
産
に
於
て
一
定
の

そ
の
起
原
を
人
間
の
性
情
の
中
に

-
必
然
の
・
彼
の
意
志
よ
り
凋
立
せ
る
」
枇
曾
闘
係
で
あ
る
。

第
三
十
六
巻

O 

第
六
時
踊

一一ー
ム
ノ、

か
く
て
成
立
位
る
分
業
は
人
間
の
生
活
諸
過
程
に
謝
し
で
如

何
た
る
閥
係
を
有
っ
か

o
d
v餅
再
し
た
ァ
諒

5
部
タ
は
再
び

生
を
規
定
す
る
。

と
し
て
、
人
聞
に
針
立
し
彼
に
働
き
か
け
る
。

一
且
成
立
し
た
分
業
は
個
人
に
濁
立
の
も
の

ス
t
ス
は
人
間

の
才
能
に
闘
し
天
賦
の
才
能
よ
り
も
分
業
即
ち
経
桝
組
織
に
規

定
さ
れ
る
事
の
大
た
る
に
注
意
し
て
ゐ
る
。

日
く
。

寸
回
訓
砧
人
々
町
叱
れ
品
、
hm-貼
列
的
才
能
の
州
議
は
官
甲
賀
耳
同
等
の
4
4
へ
L

司、‘.‘.‘.、

.

.
 ‘.、‘，

.

.

.

.
 

程
著
大
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
成
人
し
た
時
に
異
種
目
職
業
に
従

‘
 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 ‘.、‘.‘.、‘
.. ，‘.‘，、
.
.
 

事
ナ
る
も
の
を
劃
然
区
別
す
る
様
に
思
は
れ
る
天
葉
町
著
し
い
相
違

、

.

.

.

.

.
 、
、
、
‘
.
‘
.
、
‘
.
‘
‘
.
.
.
.
.
.
 ‘，、‘.‘

.

.
 

は
、
多
〈
の
場
合
、
分
業
の
原
因
と
云
ふ
よ
り
は
寧
る
そ
の
結
果
ど

‘
 
.
.
.
 、
、
.
‘
.
、
、

い
ふ
方
が
い
与
の
で
あ
る
。
最
も
不
同
な
る
性
格
白
人
、
例
へ
ぽ
昔

、
、
、
、
、
、
、
.
、

.

.

.
 ，、
‘
.
‘
.
、
、

.. 
、
.
.
 、‘.

撃
者
止
普
通
仲
仕
関
白
オ
能
の
甲
乙
は
、
生
市
明
白
性
質
ι
p
b出
で
来

、
‘
.
‘
.
、
、
、
‘
，
、
‘
.
.
 、
、
‘
.
.
 
‘
.
、
、
、
‘
.
‘
.
、
、
、

る
と
云
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
後
天
的
自
習
慣
慣
習
・
敬
育
等
か
ら
生
ず

る
の
で
あ
る
。
彼
等
が
生
れ
て
尚
て
来
た
計
り
の
六
オ
か
八
オ
迄
白

聞
は
恐
ら
〈
互
に
頗
る
類
似
し
て
ゐ
て
、
其
雨
親
で
も
遊
び
仲
間
で

も
ニ
人
の
問
に
何
等
著
し
い
淫
庭
を
認
め
得
な
か
ら
う
。
丁
度
そ
白

歳
頃
叉
は
申
が
て
、
彼
等
は
各
非
常
に
遣
っ
た
職
業
に
従
事
す
る
様

に
な
る
。
そ
ζ

で
爾
者
オ
能
の
差
等
は
目
立
ち
、
段
階
が
際
立
っ
て

つ
い
て
来
る
、
絡
に
哲
撃
者
は
慢
心
に
駆
ら
れ
て
何
か
似
忠
則
P
の
動

を
認
め
る
こ
と
を
あ
ま
り
屑
と
し
な
い
:
川
」

Smith， Wealth of Nations ed. by cann四 .II・p.267-8. I. P. 80. 83等参照
Marx. "N ationalokoDo皿 ieund Philo5ophie “ (D~:r. lnst()ri~çh t: MatcrIal拍mu:;.
Herausgegeben von S. Lnndshut uod J. P. My"，r. 1. S. 268) 及び Engels.
"lJ;rnrisse zU einer K.ritik d er N副ionalokoDOI:llie.u: (Aus dem literalischen 
Nacblas. von Karl Marx und Friedlich Enge15 I841 bi.ii 1850. H"rau5gegeben 
von F. Mehring. I. S. 436)参照。



と
L
に
ス
ミ
ス
の
徹
底
せ
る
卒
等
主
義
と
非
天
才
主
義
を
見

る
。
人
は
生
れ
占
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
る
、
が
、

一
切
の
枇

曾
的
不
平
等
は
分
業
に
基
因
す
る
と
ス

E
ス
は
考
へ
る
。
前
遁

せ
し
如
〈
分
業
は
「
人
間
の
生
の
枇
曾
的
生
産
に
於
て
一
定
の

必
然
的
の
彼
等
の
意
志
よ
り
猪
立
せ
る
」
枇
曾
閥
係
で
あ
っ
て

人
聞
の
才
能
に
差
異
を
生
ぜ
し
め
、
精
榊
的
の
生
活
諸
過
程
を

も
制
約

rる
こ
と
位
、

ス
L

九
は
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

れ
へ
刀
浪
乃
川
に
於
け
る
経
済
史
観
的
見
解
の
第
二
台
あ
る
@

然
し
右
の
個
所
に
於
て
は
ス

E
Z
は
分
業
を
讃
美
し
、
た

r

事
の
序
に
分
業
が
枇
舎
的
不
平
等
の
原
因
で
あ
る
と
と
を
一
一
Z

一口

せ
る
に
過
を
な
い
の
で
あ
っ
て
、
第
五
編
第
一
章
第
二
節
に
於

て
始
め
て
分
業
め
弊
害
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
3

査
し
そ
れ
は
彼

が
分
業
譲
遠
の
初
期
に
生
を
享
け
た
が
た
め
で
あ
っ
て
、
む
し

る
分
業
に
よ
っ
て
資
本
制
生
産
方
法
を
産
み
出
し
・
促
進
す
る

事
が
、
彼
の
歴
史
的
責
践
的
使
命
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
而

も
資
本
制
生
産
に
用
ひ
ら
れ
た
る
八
刀
業
の
鉢
害
の
若
干
を
既
に

早
く
強
測
し
て
、
之
に
劃
す
る
解
決
の
方
策
を
も
輿
へ
て
ゐ
た

へ註』

と
考
ふ
可
き
で
あ
る
@

ア
ダ
ム
Z

Z

ス
に
於
け
る
纏
湾
史
観

{ご

笛
き
れ
ば
マ
ル
ク
ス
も
一
耳
ふ
。
「
分
業
の
不
利
盆
な
諸
結
果
を
説
明

し
た
ア
ダ
ム
・
フ
ア
T
ガ
Z

Y

{

P

伊丹四
E
9
)
白
門
弟
と
し
て
、

ζ

れ
ら
の
慰
に
ヲ
き
徹
底
的
に
は
ヲ
き
P

7
1
u
v

ヤ
ル
日
〈
。
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、

5
 
0
 

・と

叉、

一
一
聞
に
彼
自
時
代
に
は
未
曾
有
の
法
度
を
も
っ
て
後
展
し
ワ
ム
あ

っ
た
微
細
な
分
業
と
微
妙
な
産
業
組
織
と
四
一
般
的
利
往
を
主
張

し
づ
込
も
な
ほ
、
細
心
で
あ
っ
て
、
該
制
度
の
失
敗
し
た
多
〈
白

討
と
該
制
度
に
件
ふ
幾
多
の
附
帯
的
弊
害
と
を
指
示
し
た
J

併
し

彼
の
議
随
者
む
多
〈
は
h

制
口
撃
的
識
見
も
劣
り
ヌ
或
る
場
合
に
は

世
界
に
つ
い
て
の
箕
賓
の
知
識
も
劣
っ
て
ゐ
た

h
b
、
十
怯
る
も
の

即
ち
悉
〈
正
L
い

ι大
限
に
論
仁
和
九
D
L
』
ロ

視
で
ス
ミ
ス
は
分
業
の
弊
害
を
説
い
て
云
ふ
。

「
分
業
自
費
逮
に
づ
れ
労
働
に
よ
り
生
活
す
る
人
々
の
則
ち
大
多
数

人
民
の
大
部
分
(
円
F
O
『

2
q
2
5
3
z
a
Z
2
0
呈
5
-
M
Z
r可

-ur
。戸
5

5
丘
町
。
士
宮
唱
E
Z
V己
可
。
町
長
。
官
。
司
目
。
)
白
従
事
す

る
職
業
は
、
少
数
の
至
極
簡
阜
な
然
り
屡
々
一
、
二
回
頗
る
単
調

単
純
な
作
業
に
限
ら
れ
る
こ
と
A

な
り
、
此
の
単
純
な
作
業
を
す

れ
ば
い
ム
聞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
人
々
の
大
部
分
の
悟
性
そ
の
理

、

、

、

、

、

、

.

、

.

.

.

.

.
 、
.
.
 、
.
.
 

解
力
(
百
智
正
伊
豆
百
四
)
は
彼
等
白
従
事
す
る
日
常
の
仕
事
に
よ
ヲ

、、

.

.
 、
.
、

.

.
 

て
必
然
に
つ
〈
ら
れ
る
、
全
〈
そ
の
一
生
涯
が
少
数
白
簡
皐
な
作

業
ー
ー
そ
の
結
呆
が
恐
ら
〈
殆
ん
ど
常
に
同
一
で
あ
る
か
、
者

t

は
ま
あ
殆
ん
ど
同
一
な
る
ー
ー
を
行
ふ
と
と
に
賀
さ
れ
る

λ
は、
、
、
、

決
し
て
起
り
っ
と
の
な
い
困
難
を
取
除
〈
手
段
の
費
見
に
英
白
悟

し
で
ゐ
た
。
」

第
三
十
六
巻

一O
二
三

七

第
六
日
調

A. Smith.“The Wea1th of Nations." Ecilited hyE. Cannan. Vol. II. P. I5・
付内謙二即日首圃富論J(改造文庫干上巻Ili8頁__.:"-uthe prop担割tyto' truck. 
barter， and exchane:e one thing' fO'r another.:" 
河よ肇槽士「経吉野撃大綱J547頁参照。一一一噂士はそこで^~;;r;のとの見解
を'7)レタスの史観に相混fると ζ ろがある旨を湛ペられでゐる。
e:rD表現主生との排詮法的関係にづいで1:1:*.誌第三十四巻第六務右川輿二教

2) 

3) 



ア
ダ
ム
エ
ミ

Z

に
於
け
る
経
済
史
観

、
.
.
 、

、

.

、

、

、

... 
‘
.
、
‘
.
、
.
、
、
、
、
‘
.
、
.

性
を
努
b
で
働
か
せ
、
又
は
そ
の
工
夫
を
こ
ら
ナ
必
要
が
な
い
。

そ
れ
故
、
彼
は
か
ふ
る
努
力
の
習
慣
を
自
然
に
失
ふ
。
そ
し
で
彼

、
、
‘
.
、
.
.
.
 、、
.
.
 、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
‘
.

は
人
聞
と
し
て
成
る
事
の
出
来
る
限
り
遁
常
愚
鈍
と
な
り
無
智
と

、、
な
る
。
彼
の
心
の
無
感
覚
な
魯
鈍
は
、
彼
を
し
て
、
た

γ
遵
理
の

あ
る
談
話
に
興
味
を
感
じ
又
は
そ
れ
に
加
は
る
能
は
ぎ
ら
し
め
る

の
一
与
な
ら
ず
、
亦
寛
大
な
、
高
命
な
若
〈
は
感
動
し
易

v
感
情
を

懐

t
能
は
ざ
ら
し
め
、
随
で
個
人
生
活
上
白
日
常
主
義
務
の
多
〈

につ
J
V

で
さ
h

も
正
散
の
州
断
を
下
す
能
は
ざ
ら
し
め
る
。
彼
の

凶
巴
重
大
な
そ

L
て
蔵
大
な
刺
害
問
題
に
ワ
い
て
は
彼
は
全
然
こ

れ
を
列
断
し
得
た
い
。
そ
し
て
彼
を
し
て
さ
う
さ
せ
な
い
た
め
に

至
う
て
格
別
の
勢
が
と
b
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
被
は
等
し
く
亦

戦
時
に
彼
自
闘
を
防
禦
す
る
こ
と
も
出
来
衆
ね
る
。
彼
の
澱
ん
だ

生
活
白
岡
単
調
に
し
て
調
型
化
な
き
ζ

と
は
彼
白
心
の
勇
気
を
自
然
に

賊
害
ナ
る
、
そ
し
て
彼
を
し
て
嫌
悪
の
念
を
以
て
、
不
規
則
な
、

不
確
な
、
胃
験
的
な
軍
人
生
活
を
視
さ
せ
る
。
彼
の
千
袋
一
律
な

沈
滞
的
生
活
は
彼
の
肉
憾
の
活
設
な
活
動
を
さ
へ
也
殺
し
、
そ
し

て
彼
が
従
来
仕
込
ま
れ
て
来
た
職
業
以
外
四
如
何
な
る
職
業
に
於

で
な
り
と
も
気
力
と
堅
忍
不
抜
の
忍
耐
と
を
以
て
そ
白
カ
を
出
ナ

、
、
、
.
‘
.
、
、
、
、
、
‘
.
、
‘
.
.
.
.
 、、.、

能
は
ざ
ら
し
め
る
。
彼
自
身
白
職
業
上
白
そ
の
技
巧
は
斯
様
に
し

、

.

.

.

.

.

.

.

.
 ‘.‘，‘.‘ 
.
.
 ‘
.
、
.
，
‘
.
‘
.
、
‘
‘

.h.
、
.. 

て
、
彼
の
智
的
祉
交
的
及
び
品
阿
武
的
徳
を
犠
牲
と
し
て
取
得
さ
れ

、
、
.
、

.

.
 h
.

、
、
.
、
、

た
様
に
思
へ
る
崎
君

P
な
が
ら
、
す
べ
て
進
歩
後
達
し
た
文
明
社

，
、
、
、
、
、
‘
、
、
、

.

.
 
、
.
.
.
 、
.
.
.
.
.
 .
 

舎
に
於
て
は
、
げ
に
こ
れ
こ
そ
、
政
府
に
し
て
之
を
防
?
の
勢
を

.. 
、
‘
.
‘
.
、
、
、
.
、

... 

、‘
.
.
.
.
.
.
 、

と
る
に
非
ざ
れ
ば
、
帥
労
働
賃
氏
、
則
ち
、
大
多
数
人
民
言
。

-p-5'

第
三
十
大
巻

第
六
波

一
二
八

一
。
二
四

t亡、日

陥-dz
b・切
さ・、 g
る、コ

'く、'"
泊‘-E-
b・百・
ぎ・-
る、 p
扶・ぷ
四一

!di E 
白、『
で、.~
ぁ・7
る、局、
。7)円
L "" '" 
'll 
《

司
m 

;dt ' .. 

必、
然・

大
多
数
人
民
の
理
性
は
彼
の
従
事
す
る
日
常
の
仕
事
に
ょ
っ

て
必
然
的
に
形
成
さ
れ
る
。
意
的
並
び
に
情
的
の
働
き
も
亦
。

貨
に
「
人
の
性
格
は
そ
の
日
常
作
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
」
の
で

あ
る
。
八
刀
法
ム
は
智
的
、
社
曾
的
、
向
武
的
響
詩
と
の
徳
宝
破
壊

1
6
0
 

J
9
7
a
 

円七

L
℃
X
J

主
主
社
設
H
骨
亡
司
配
色
↓
j
v
h
L
3
ま
る
許

-
1
・つ

J
J一
日

l
f
E
H
4
I
I
Z
4
M
m
f
r
t

の
諸
徳
を
人
間
に
附
興
す
る
。
「
人
聞
の
意
識
が
彼
等
の
存
在
を

規
定
す
る
の
で
は
友
〈
て
、
む
し
る
逆
に
人
間
の
枇
舎
的
存
在

が
彼
等
の
意
識
を
規
定
す
る
。
」
と
れ
千
三
ス
の
分
業
論
に
於
け

る
経
消
史
観
的
見
解
の
第
三
で
あ
る
。

以
上
我
々
は
ス

tλ
の
分
業
論
に
於
け
る
見
解
を
見
て
来
た
。

既
に
知
っ
た
如
〈
自
愛
心
と
そ
れ
に
導
か
る
ι

ミ
交
換
の
性
向
と

に
よ
っ
て
必
然
的
に
愛
生
し
た
る
分
業
を
基
礎
と
し
、
夏
に
之

に
自
愛
心
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
枇
舎
は
必
然

的
に
「
商
業
枇
曾
」

(
p
g
E
g巾
R
E
g
C
2出
と
な
る
。

こ
の

「
商
業
祉
曾
」
は
人
聞
の
生
産
関
係
の
棉
鰹
で
あ
っ
て
、
枇
舎
の

物
質
的
基
縫
を
形
成
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

だ
か
ら
我
々

担『思想到策批列』第六七頁以下参照。
w. o.N. 1. p・17-18 前提邦誇 1221-23頁。
Marx: Das Kapita!. 1. B. S・309Note 70河上宮川静第一念上 931-932頁G
，Marshall， P.I'IDciples of Economics. p. 246.大塚氏揮第二分冊、 l77頁。 i

w. o. N. II. p. 267-8.竹内謙二氏誇「宮踊論Jt有斐閣版)lI1. II6.-II7頁
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は
枇
舎
の
基
礎
構
遣
に
封
ず
る
ス
ミ
ス
の
重
要
な
る
経
済
史
観

的
見
解
を
見
た
誇
で
あ
る
。
+
引
に
我
々
は
上
部
構
造
に
謝
す
る

彼
の
見
解
を
見
ょ
う
@

四

ス
ミ
ス
は
道
徳
哲
風
一
或
は
精
神
哲
鳳
一
人
足

o
E
E一一
0
8阿
佐
お
)

の
講
義
の
第
三
部
に
於
て
、
法
律
政
治
の
理
論
中
、

E
義
の
原

と
う
都
庁
寸
つ
議
議
設

i
u
f一
F
畳
一
ロ
司

T

叫
リ
己
回
向

E
、
』
り
、
d
w
p
I
r
p
-
A
B川

F
?と

日
A
t隠
wm判
カ
凡

/44川
口
ノ
ノ
O
A
q

一
一
向
1し
す
J'

f走

見
さ
れ
て
出
版
さ
る
、

民
円
巾

2
5
3
0
M
M
]口
広
一
円
♂

M
i
。
一
円
♂
問
。
』

E
E叩

mpE
〉
円
呂
田
・
ミ
(
広
三
)
は
と
れ
で
あ
る
。
一
そ
の
内
誌
は

太
古
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
法
皐
の
後
遺
を
僻
突
し
、
ま
た

諸
穫
の
産
業
が
法
律
及
ぴ
政
治
組
織
の
改
善
な
ら
び
に
費
化
の

上
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
す
る
に
在
っ
た
よ
と
す
れ
ば
既
に
と

の
頃
か
ら
ス

t
ス
の
思
想
の
中
に
経
済
史
観
の
蔚
芽
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
然
し
て
こ
の
講
義
中
の
或
る
部
分
が
猪
立
せ
し
め

一
利
潤
立
の
科
撃
に
仕
立
て
ら

ら
れ
て
「
富
国
民
論
」
と
友
り
、

れ
た
の
で
あ
る
。
源
に
あ
っ
た
思
想
は
一
貫
し
て
流
れ
る
。
我

々
は
「
富
国
民
論
」
中
に
於
て
、
法
律
的
並
び
に
政
治
的
上
居
建

築
に
閥
す
る
彼
の
思
想
を
跡
づ
け
よ
う
。

ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
に
於
け
る
経
済
史
観

法
律
制
度
は
経
済
活
動
の
必
要
か
ら
生
れ
、
且
つ
経
静
組
織

の
時
現
化
と
共
に
費
還
す
る
こ
と
は
、
彼
の
所
々
に
遮
ぺ
て
ゐ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
L
に
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
利
子
禁
止
或

は
制
限
令
に
つ
い
て
漣
ぷ
る
所
を
見
ょ
う
。

「
若
干
の
警
に
於
て
は
、
貨
常
由
利
子
は
法
を
以
長
止
さ
れ
で
来

て
ゐ
る
。
然
し
乍
、
b

、
貨
鮮
の
使
用
に
よ
り
何
地
陀
あ
っ
て
も
或
も

白
が
獲
ら
れ
得
b

の
で
あ
る
か
ら
、
何
地
に
あ
ヲ
て
も
、
貨
幣
白
使

用
に
謝
し
て
戒
も
白
が
支
排
は
る
べ
曹
で
あ
る
。
利
子
禁
止
の
此
の

制
規
は
高
利
回
申
昔
悪
を
防
遁
ナ
る
よ
明
は
反
っ
て
是
を
増
長
す
る
も

.、.. zE
t
二
日

B

'

-

E

一、
:
-
D
I
:
】;、

T
F
t

n
q

貫

主

ご

」

d
d
お
E
車
1
」
責
P
E
P
-
i
a
k
ヨ

て

主

布

r
2
t
t
k
官
事
ー

は
管
に
貨
幣
の
使
用
に
濁
し
て
代
償
を
支
扮
は
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
の

み
な
ら
ず
、
叉
債
権
者
が
此
貨
幣
使
用
の
代
償
白
受
領
に
つ
い
で
育

ナ
危
険
に
謝
し
て
も
亦
そ
の
代
償
を
支
挽
は
ね
ば
な
ら
ね
か
ら
で
あ

る
。
然
り
債
務
者
は
高
利
の
刑
罰
に
聾
し
て
其
債
権
者
を
保
険
ー
ー

と
云
ヲ
て
い
‘
み
な
ら
ば
ー
ー
す
る
を
飴
儀
な
〈
さ
れ
て
ゐ
る
揮
で
あ

mv-
る。」
又
「
如
何
な
る
法
と
雑
も
、
通
常
利
寧
を
、
其
法
の
制
定
首
時
に
於

け
る
最
低
普
遁
市
場
利
率
以
下
に
引
下
げ
得
な
い
」
己
と
を
7
-フ
ン

ス
の
例
に
よ
っ
て
示
し
て
ゐ
る
。

経
済
の
貧
際
に
逆
行
す
る
法
制
が
如
何
に
無
力
で
あ
る
か
を

知
っ
て
、
彼
は
貫
際
に
卸
し
た
法
の
制
定
を
勤
め
、
封
建
的
経

第
三
十
六
巻

第
大
披

一
二
九

一O
二
五

かといふ事がはっ聖り認識されたければならない。との必然の世界の令理化
は勢働時間白短縮によってのみ可能でめ."。こ /Lにヨいては別の機舎に詳論
ナるであbう。
Marshall. Principle!:i of Economics. p. ，2 大塚氏詩第一分冊 42頁。
Marx: Zur Kritik der PoHtischen Okononue. (Kautsky). Yorwort. S. LV 
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ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
に
於
け
る
経
済
史
観

拾
の
打
破
に
努
め
る
。

政
治
組
織

l
lス
t
ス
は
政
府
、
邸
ち
政
治
組
織
一
三
三
一
問
中

5
5
B
2
4
の
起
原
と
そ
の
必
要
を
財
産
閥
係
か
ら
説
明
す
る
。

日
く
。

「
英
の
所
を
問
は
ず
凡
そ
大
財
産
の
存
ナ
る
慮
、
こ
a
A

に
大
不
平
等
が

あ
る
。
一
一
家
富
の
富
者
一
人
に
到
し
で
少
〈
、
と
も
五
百
円
貧
者
が
あ
る

に
相
場
な
い
、
而
し
亡
こ
の
A
V
政
者
の
裕
一
渦
は
多
数
者
の
一
賞
曲
酬
を
前

提
し
似
恕
す
ξ

。
宮
ぃ
君
む
軒
宮
M
U

賞
者
|
|
貧
者
は
献
芝
窮
迫
に
駆

ら
れ
嫉
妬
に
煽
ら
れ
て
富
者
の
占
荷
物
を
侵
ナ
に
至
る
事
屡
々
あ
る

ー
ー
の
憤
慨
を
激
晶
せ
し
め
る
。
き
れ
ば
孜
番
A

多
年
白
勢
働
に

よ
り
、
又
恐
ら
〈
は
毅
世
代
の
胸
骨
働
に
依
り
で
獲
得
さ
れ
る
夫
白
貴

重
高
債
な
る
財
産
白
所
有
者
が
枕
E
高
〈
し
で
も
ん
ピ
の
一
夜
た
り
主

も
安
心
の
脱
を
食
り
得
る
は
、
腐
り
た

r
政
府
の
炉
誌
の
下
に
於
で

、
‘
、
‘
，
、
‘
.
.
 、
、
‘
.
‘
.
、
、
‘
.
、

.. 
、
.

白
み
で
あ
る
。
官
者
は
始
伯
仲
見
知
b
ぬ
敵
に
取
固
ま
れ
て
ゐ
る
此
敵

を
彼
は
、
縦
令
是
を
憤
怒
せ
し
む
る
己
と
決
し
で
な
〈
と
も
、
亦
到

底
宥
め
る
を
得
な
い
の
で
あ
ワ
て
、
此
敵
の
加
ふ
る
不
正
よ
り
彼
は

、
‘
.
‘
，
、
‘
，
、

.. 
、
.
、
、
‘
.

此
不
正
義
を
懲
罰
せ
ん
が
た
め
に
絶
え
ず
振
上
げ
て
置
か
れ
る
政
府

、
、
、
.

の
カ
強
い
腕
に
侠

p
て
の
か
保
護
さ
れ
得
る
。
そ
れ
故
に
貴
重
な
る

、
.
、
、
、
‘
、
、
、
.
、
、

... 
-
.
.
.
 ‘
.
、
、
、
、
.
.
 、

そ
し
て
膚
大
な
る
財
産
の
獲
得
は
民
の
政
治
を
掌
る
政
治
組
織
の
躍

、
、
、
.
、
、
、
.
、
、
、

.

.

.

.

.
 、
、
、
、
.
、
、
.

立
を
必
要
と
す
る
。
財
産
を
幸
も
存
せ
ざ
る
か
、
又
は
・
少
〈
と
も
一
一

、
、
‘
.
、

.. 
、
、
、
、
.
、
、
、
‘
.
‘
.
、

.. 
‘
、
.
‘
.
‘
.
.
 、、

三
目
白
一
勢
働
の
慣
値
を
超
ψ
る
何
物
も
存
在
せ
ざ
る
慮
に
在
り
で
は

政
府
却
ち
政
治
組
織
は
左
程
必
要
で
は
な

V」

第
三
十
六
巻

O 

F、

第
六
時
制

O 

然
も
政
府
は
服
従
を
前
提
と
す
る
。
服
従
の
原
因
は
四
あ
り
.

人
格
、
年
長
、
財
産
(
再
三

50)、
身
分
(
豆
『
子
)
の
優
越
で
あ
る
。

と
の
中
ゼ
決
定
的
に
有
力
左
の
は
、
財
産
で
あ
る
。
身
分
の
優

越
も
支
配
者
た
る
重
要
な
原
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
結
局
、
財

産
の
優
越
に
酷
附
着
す
る
。
削
ち
「
生
れ
門
地
の
優
越
は
、
円
前
田
h
t

主
眠
ず
る
者
の
家
族
に
在
り
て
は
夫
の
身
代

M
涯
の
便
越
を
前

提
寸
志
」
か
ら
で
あ
る
む

ス
t
ス
は
財
産
と
身
分
の
優
越
が
如

何
に
支
配
鮪
係
を
形
成
す
る
か
を
牧
羊
民
を
例
に
と
つ
で
明
か

に
す
る
。
そ
し
て
彼
は
従
来
の
歴
史
で
は
財
産
が
決
定
的
で
あ

っ
た
事
を
認
め
る
。
か
〈
て
、
千
三
ス
は
倫
理
患
者
が
峻
別
し

オーゾ一切チイ
i

パ
ウ

p
l

う
と
す
る
纏
成
を
も
構
カ
に
還
元
す
る
。
要
す
る
に
、
財

産
闘
係
l

|
生
産
関
係
の
法
的
表
現
1
1
1
は
支
配
閥
係
を
生
む

の
で
あ
る
。

夏
に
財
産
関
係
の
侵
害
を
保
護
せ
ん
・
と
す
る
施
設
は
司
法
制

度
巳
E
W
O
)
を
惹
起
す
が
、
と
の
司
法
制
度
そ
の
も
の
さ
へ
そ
の

一
初
期
に
於
て
は
玉
の
財
産
牧
入
を
目
的
在
し
た
も
の
で
あ
り
、

裁
判
官
は
王
の
牧
入
の
た
め
に
す
る
徴
税
官
吏
の
如
き
も
の
で

あ
っ
た
事
を
漣
ペ
て
、
財
産
関
係
と
の
二
重
の
閥
係
を
見
て
ゐ

以上河上博士「輝君野墜大綱J523貰以下による。
w. o. N. 1. P・338.竹内氏誇よ巻 754貰。
ibid. P・339・邦誇 755頁。
ibia. II. p. 203・邦帯(有重量閥版)1. 24-25頁。
ibid. IT. p. 205・邦謀関 1.28頁。
ibicl. J 1. p. 207以下参照。
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ミG)
政
治
組
織
に
関
聯
し
て
我
々
は
輝
務
関
係
と
政
黛
と
の
関
係
に
卦

ず
る
『
講
義
』
に
於
け
る
ス
ミ
見
の
見
解
を
、
キ
ヤ
ナ
y

白
序
文
の
中

に
次
の
知
〈
讃
む
が
、
ス
ミ
ス
は
こ
の
勤
に
閲
し
で
も
眼
光
旗
る
銑

し
と
言
ふ
べ
沓
で
あ
る
。
即
ち
「
租
枕
は
分
っ
て
所
有
物
〔
土
地
、
資

本
及
貨
幣
〕
に
課
ナ
る
財
産
税
と
貨
物
に
課
す
る
消
費
枕
と
な
ナ
、

土
地
に
課
税
ナ
る
は
容
易
で
あ
る
が
資
本
又
は
貨
幣
に
枕
ナ
る
は
難

い
、
地
租
は
そ
の
徴
牧
費
頗
る
少
〈
且
つ
貨
物
の
債
格
を
騰
貴
さ
せ

な
い
、
き
れ
ば
こ
れ
ら
の
貨
物
を
商
ふ
に
足
る
資
木
を
持
ヲ
人
々
の

般
を
制
限
し
で
必
く
し
な
い
。
地
租
も
治
資
枕
も
雨
な
が
、
b
納
め
ね

、
.. 
、.，

.. 
‘
、
、
.
、
‘
.
、
‘
、
、
、
.
.
.
 、

.. 
、

ば
な
ら
な
ρ
と
は
地
主
に
と
ワ
で
つ
ら
い
γ

と
と
で
あ
る
。
こ
の
事
賓

が
恐
ら
ぐ
所
調
ト
l

リ
イ
黛
を
存
機
さ
せ
る
の
で
あ
る
』

(
c
r
E
-
2

司・

2
7ぷ
N
)

。」

次
に
政
擁
数
棟
の
淀
落
の
説
明
を
聞
か
う
の
「
諸
を
の
手
工
業

• 
製
造
業
の
未
だ
勃
興
し
友
い
前
、
か
の
歓
洲
の
奮
欣
に
あ
っ
て

は
」
諸
侯
叉
は
僧
侶
は
そ
の
大
な
る
牧
入
を
軍
に
多
数
の
人
h

に
施
す
と
い
ふ
以
外
の
用
法
が
友
〈
、
そ
の
結
果
多
数
の
人
h

の
日
開
局
に
よ
っ
て
、
諸
侯
叉
は
僧
侶
は
自
己
の
櫨
力
を
盛
ん
に

す
る
事
と
友
っ
た
。
然
る
に
「
諸
そ
の
手
工
業
、
製
造
業
及
び

商
業
の
漸
次
的
議
逮
」
は
彼
等
の
牧
入
を
之
に
向
け
し
む
る
と

と
L
た
り
、
そ
の
結
果
、
自
己
の
節
属
者
を
失
つ

τ、
商
工
業

ア
ダ
ム
子
、
、
ス
に
於
け
る
樫
溌
奥
観

を
殻
遼
せ
し
め
彼
等
の
権
力
を
淡
落
せ
し
め
る
事
と
た
つ
九

而
も
そ
の
反
簡
に
漸
次
勢
力
を
得
つ
L
あ
っ
た
の
が
第
三
階
級

で
あ
る
。
そ
の
力
は
飽
和
黙
に
達
し
て
爆
委
し
た
。
と
れ
が
プ

ル
ジ
ア
革
命
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、

ス
E
ス
が
法
制
上
及
び
政
治
上
の
上
屠
建
築
を

そ
れ
が
、
そ
の
上
に
生
ひ
立
っ
た
と
と
ろ
の
、
祉
舎
の
経
済
的
構

治
か
ら
説
明
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
を
看
取
し
得
る
で
あ
ら
う
。

勿
論
不
完
全
で
は
あ
る
、
が
、
彼
の
祭
限
な
る
経
済
史
観
を
否

~:~E: 

得
;:~t 
l..r~ 

切。
(:I~ ， 

五

我
々
は
既
に
分
業
論
に
於
て
、
人
間
の
性
格
、
意
識
が
如
何

に
一
粧
曾
的
に
規
定
さ
れ
る
か
を
見
た
。
一
件
び
こ
』
に
今
少
し
く

之
を
問
題
と
し
よ
う
。

ぞ
ミ
ス
は
翫
に
早
く

E
F
W
Q
E
5
0コ
〕
口
出
[
丹
市
w
]
i
o
-
-
門
司
w

同
州
?

4
2
5
S
L
〉
『
包
国
・
3

に
於
て
、
商
業
|
[
彼
は
経
済
枇
曾
を
商

業
枇
舎
に
於
て
把
握
し
た
が
放
に
、
商
業
は
、
全
経
済
活
動
を

意
味
す
る
|
|
の
人
民
風
習
に
及
ぼ
す
影
響
を
特
に
そ
の
勢
害

を
考
察
し
た
。
商
業
的
精
榊

(
8
5
B
2
E
Z官
三
の
た
め
人
A

第
三
十
六
巻

O 

ヒ

第
六
披
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ア
ダ
ム
子
、
ょ
に
於
け
る
経
済
奥
観

の
規
野
は
狭
く
友
り
、
分
業
は
人
を
愚
鈍
に
す
る
。
親
達
は
早
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